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こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読みくださり
誠にありがとうございます。毎年５月は弊社社屋にて「春の感謝祭」を開催
しております。２０１７年から始めて今年で８回目２０２０年と２０２１年の２
年間はコロナ禍のためお休みをしました。一般的にガス会社の「感謝祭」と
言えば「ガス器具」をいつもよりお値打ちに販売する「特売会」をイメージさ
れる方が多いと思いますが、弊社の「感謝祭」はモノ売りからコト売りへと
変え、有事に備えての「防災意識」を高めるイベントとして開催しております。

テーマはいつも「地域防災」です。そして、今年のサブテーマは「つながる、守る、たんちょ
うの春」です。今年も１０８組の「地域住民の方々」や「ガスを供給しているお客様」がお
越し頂き、大人と子供併せて総勢２５４名ご来場いただきまいた。恒例の地震体験車・煙体
験・火起こし・防災セミナーにマルシェと言った毎度おなじみの催し企画ですが、一年に一
度「防災意識」を呼び起こすためにも続けています。私達、丹頂ガスのスタッフは決して
「防災のプロフェッショナル」ではありませんが、しかし、ガス会社が出来ることとして「天
変地異」に備えての「お手伝い」は出来ると思います。今回も四日市市役所の危機管理課
の職員さんにお越しいただき、「防災セミナー」をして頂きました。今年は危機管理課の若
手の服部様がお話をして頂きました。その内容はとても分かり易く「天変地異に備える心構
え」をご説明してくださりました。私たちは災害のニュースなどを聴くと一時的に危機意識は
高まりますが、しかし、正常な日常生活が続くとつい備えることを忘れがちです。仮にも災害
が発生しても「まぁ、いつものことだから大丈夫だろう！」「そんなに騒がなくてもいいの
に！」と高をくくってしまいます。服部様曰く「最大の敵は自分の中にいる」それを「脳が勝
手にかける心のブレーキ」と表現され、災害時における行動が鈍くなる原因の一つと説明さ
れました。また、「３日間の備蓄」という概念がありましたが、現実は「７日間の備蓄」が必
要と言われました。その理由の一つは、支援物資などの配給は順番に行われます。自分の
地域が一番最初に来てもらえるとは限りません。むしろ、有事ではいつ来るか確定出来ませ
ん。最低「７日間の備蓄」特に備えるべきものは、「簡易トイレ」です。「人は食事を我慢
できても、トイレは我慢できません。」東日本大震災の時も避難所のトイレが大変なことに
なっている映像を見た記憶があります。衛生上とても悪い状況でした。弊社も「簡易トイレ」
として黒のビニール袋と凝固剤が入った携帯のトイレを、１００人分は用意しようと思い２５
００回分備蓄していますが、7日間分となるとこの約2倍は必要なわけですね。備蓄目安とし
ては、1人1日５～７回×7日間で、1人当たり約５０回分です。１００人なら５０００回分で
す！まだ「防災倉庫」に入るスペースがあるので、早速買い足します。その他、衛生用品とし
て、アルコール消毒液、バンドエード、木綿綿、生理用品、おむつにトイレットペーパーなど
を備蓄しております。有事では自助と共助が何よりも求められ、地域で連携を図ることが大
切です。来年も「地域防災」をテーマに感謝祭を開催して参ります。どうぞ引き続きよろしく
お願いいたします。
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